
学校番号 1201 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学 A 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂版 新 高校の数学 A」 （数研出版） 

副教材等 ポイントノート数学 A （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対し、自ら考え、周囲の人たちと協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解→結果の予想→解決の方法を構想→解決する→解決までの過程を振り返る→より良

い解決方法を考える」という一連の過程で、自分の考えを発表・議論をする活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。 

 問題集の問題をまずは自力で解き、ただ答えを求めるだけではなく、途中式や考え方も書くよう

にしましょう。また各自で答え合わせを行い、どこでつまずいてしまったのかを分析する機会に

しましょう。 

・授業用のノート・プリント類は、定期的に提出をしてもらいます。最後まであきらめず取り組み

ましょう！ 
 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率、図形の性質または整数の性質についての基礎的な知識や技能を習得します。また、

事象に対し、数学的に考察する能力を培い、数学の良さを認識できるようにします。さらに、それ

らを活用する態度を身に着けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率、図形

の性質または整数の

性質の考え方に関心

を持つとともに、数学

の良さを認識し、それ

らを事象の考察に活

用しようとする。 

事象を数学的に考

察・表現したり、思考

の過程を振り返り、多

面的・多角的に考えた

りすることなどを通

して、場合の数と確

率、図形の性質または

整数の性質における

数学的な考え方を身

に付けている。 

場合の数と確率、図

形の性質または整数

の性質において、事

象を数学的に表現・

処理する仕方や推論

の方法などの技能を

身に付けている。 

場合の数と確率、図

形の性質または整数

の性質における基本

的な概念や原理・法

則などを体系的に理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

定期テスト 

提出物 

（ノート・プリント） 

出席状況 

観察等 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 

 

定期テスト 

観察等 

定期テスト 

提出物 

（ノート・プリント） 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単元 

(題材) 
学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

順列・組

合せ 

集合  〇  〇 b:条件を満たすものを集合としてとらえるこ

とができる。 

d:共通部分、和集合、空集合、全体集合、補集

合について理解している。 

定期テスト 

提出物 

（ノート・

プリント） 

観察等 

集合の要素

と個数 

 〇 〇  b:物を数え上げるのに集合を利用することが

できる 

c:補集合の要素の個数を求め、ベン図を活用し

和集合の要素の個数を求められるようにな

る 

場合の数   〇  c:表や樹形図などを用いて場合の数をもれな

く重複することなく数えることができる。 

和の法則・

積の法則 

 〇  〇 b:積の法則が既習の樹形図の特別な場合であ

ることを理解できる。 

d:和の法則・積の法則の利用場面を理解し、事

象に応じて場合の数を求めることができる。 

順列   〇  c:順列の公式を利用し、場合の数を求めること

ができる。また、順列の総数を階乗の記号を

用いて表すことができる。 

順列の利用 〇  〇  a:場合の数を数えるのに、順列の考えが利用で

きるところに興味関心を持つ。 

c:場合の数を円順列、重複順列に帰着させ求め

ることができる。 

組合せ  〇   b:組合せ・順列の総数の関係性を理解してい

る。 

c:組合せの公式を利用できる。 

組合せの利

用 

〇  〇  a:場合の数を数えるのに、組合せの考えが使え

ることに興味関心を持つ。 

c:場合の数を組合せの考えを利用して求める

ことができる。 

確率 事象と確率   〇 〇 c:試行の結果の事象を集合として表すことが

できる。 

d:確率の定義を理解できる。 

定期テスト 

提出物 

（ノート・

プリント） 

観察等 

確率の計算  〇 〇  b:試行の結果と結び付けて、事象の起こりやす

さを数量的にとらえることができる。 

c:集合を活用し、確率を求めることができる。 

排反事象の

確率 

  〇 〇 c:排反事象の意味を理解している。 

d:排反事象の意味から確率を求めることがで

きる。 

余事象の確

率 

  〇 〇 c:余事象の意味を理解している。 

d:余事象の意味から確率を求めることができ

る。 

独立な試行

と確率 

 〇 〇 〇 b:独立な試行の確率を、具体的な例から直感的

に考えることができる。 

c:公式を用いて反復試行・独立な試行の確率を

求めることができる。 

d:反復試行の意味を理解し、確率の求め方の際

に、組合せの考えと関連付けて理解できる。 



条件付き確

率 

〇 〇 〇 〇 a:条件付き確率について。公式を用いずに定義

通りに考え、その後公式を用いて求めた数値

と同じになることに興味関心を持つ。 

b:条件付き確率について。公式を用いずに定義

通りに考え、その後公式を用いて求めた数値

と同じになる発見ができる。 

c:条件付き確率の定義、および確率の乗法定理

を用いて確率を求めることができる。 

d:条件付き確率の定義と確率の乗法定理を理

解できる。 

二
学
期 

平 面 図

形 

図形の基本   〇 〇 c:図形の基本性質より、角度や辺の長さを求め

ることができる。 

d:各種図形の基本性質を理解する 

定期テスト 

提出物 

（ノート・

プリント） 

観察等 

角の二等分

線と線分の

比 

〇  〇 〇 a:内角の二等分線の定理と外角の二等分線の

定理が同様に成立することに興味関心を持

つ。 

c:角の二等分線の定理を活用し、辺の長さを求

めることができる。 

d:角の二等分線と線分の比の性質を理解でき

る。 

三角形の外

心 

   〇 d:三角形の外心の性質を理解している。 

三角形の内

心 

   〇 d:三角形の内心の性質を理解している。 

三角形の重

心 

   〇 d:三角形の重心の性質を理解している。 

円周角の定

理 

 〇 〇 〇 b:円周角の定理より等しい角を発見できる。 

c:円周角の定理を利用し、角度を求めることが

できる。 

d:円周角の定理を理解し、その逆も成立するこ

とを理解する。 

円に内接す

る四角形 

 〇 〇 〇 b:四角形が円に内接する条件を理解し、そこか

ら導かれる性質を考察できる。 

c:円に内接する四角形の性質を活用し、角度を

求めることができる。 

d:円に内接する四角形の性質を対角の考えか

ら考察することができる。 

三
学
期 

円の接線  〇 〇 〇 b:接線と弦の作る角の性質を証明する際に、場

合を分けて考察ができる。 

c:円の接線の性質を利用し、角度や線分の長さ

を求めることができる。 

d:円の接線から導かれる性質を理解できる。 

方べきの定

理 

  〇 〇 c:方べきの定理を活用し、線分の長さを求める

ことができる。 

d:方べきの定理を理解できる。 

2 つの円 〇   〇 a:2 つの円の位置関係と中心間の距離の関係

性に興味関心を持つ。 

d:2つの円の位置関係には5つのパターンが存

在していることを考察し、理解できる。 

作図 〇 〇 〇  a:作図の方法について、その方法でなぜそれが

正しいのかを考察し表現しようとする。 

b:基本的な作図方法を用いて、組合せで様々な

図形の作図に応用が利くということを発見

する。 

c:基本的な作図から様々な図形を作成できる。 



空 間 図

形 

空間におけ

る直線、平

面 

  〇 〇 c:空間上における 2 直線のなす角度を定義か

ら求めることができる。  

d:2 直線、2 平面、平面と直線の関係性を理解

している。また、直線と平面、平面と平面が

垂直になる条件を理解している。 

定期テスト 

提出物 

（ノート・

プリント） 

観察等 正多面体 〇 〇  〇 a:正多面体は 5 種類しか存在しないというそ

の理由に興味関心を持ち、考察を行おうとす

る。 

b:正多面体が 5 種類しか存在しないことを、1

つの頂点に集まる図形の内角に着目し、考察

を行うことができる。 

d:多面体における辺、頂点、面の個数の関係性

を知っている。 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


